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燃料電池、フロー電池などの次世代エネルギー変換デバ
イス、ならびに、イオン・電子・分子の輸送促進・分離・
濃縮・捕集のための新規材料の開発と高性能化に向けて、
材料の創製からデバイスの性能評価・解析までを一貫し
て行っています。独自のその場計測技術に加えて、電気
化学反応輸送場を対象とした数値解析手法を開発するこ
とで、それぞれの過程における反応輸送現象の解明と理
論性能上限の追求を進め、本質的な課題の抽出と解決の
ための研究に取り組んでいます。

燃料電池、フロー電池、エネルギー変換デバイス

電池デバイスにおける究極の電極構造を
解明して実現する
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＃燃料電池 ＃フロー電池 ＃その場計測 ＃数値解析 ＃新規材料とデバイス
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Society5.0 の実現に向け、環境・建築・都市分野に
AI・デジタルツイン・XR 等の先進 ICT を統合する研究
を推進しています。3 次元計測による環境知覚、データ
駆動型の性能評価、生成 AI による設計支援、都市・自
然環境の統合解析を通じ、持続可能でレジリエントな環
境デザイン基盤を構築しています。
国際会議（例 :CAADRIA）での国際的活動にも積極的に
貢献しています。

建築・土木・都市のデジタルトランスフォーメーション（DX）、スマートシティ設計・都市計画、景観デザイン・環境解析、災害・レジリエンス計画、自律移動ロボットの環境認識・デジタルツイン

環境・建造環境デザインの情報学的基盤 :
計測・評価・生成・統合の統合的研究
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＃環境・建築・土木・都市工学 ＃ AI・データ駆動設計 ＃デジタルツイン ＃ XR・MR ＃ IoT
＃ 3D 計測・点群処理 ＃空間認識 AI
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